
154 日　 本　 家　 政　 学　 会　 第　23　 回　 総　 会 〔家庭経 営学・家 政学原論 〕

F-25 共働 き泉庭 の生迅条件- 学t 保育につぃ ヱの総 合研 究(2) 一

長崎 女子短 尺　 ｏ湯川聡 子　丸坪 藤代 決田 公 子　イゼ6 名

目的 田 に同じ 。本報 においマは特に 共働 さ衆庭 のも つ家族的条什及 び階層的 特

性 乞明 らりヽに しX.     学童保育計画 の基礎 資料 乙して役 かにせ 心ごとを目的 とする 。

方法 山 に同じ 。本年７月じ 句. 長寿市内 の2 小 学校（ 留守家庭 児童会 実施校ﾑ）の

全児童衆庭 乞対象に行な つμ質問 紙調を の粘果 色ﾔﾉじ`とし マ分析 しrこもの で■ﾀる・

結果　 回答 則 釘こ調査対 象la 2ワリ 人（回収ギ 巧 μ ノ ヱ才 る 。両小学校区は それ

ぞ れ典型的 な 労働 看住 宅街C  AS ）とホ ワイトカ ラー住宅街（LE  ）乞校 区とし てお

り　 両看 の所 層篆 ゼ特数的 に出てい る. i:湯 に述倭 す%  ﾉい

とも共働 き寺 が高くふ学生児童を 七つ療庭 の2  5 /≪ 心

も ）。職種 としてはX- 員P<ij   nこも今 い、卦婦 年令 は共働 力の屡合 乙そう でない場令

と ズヽ`冪ヵべ`ない のri'が＼ 乳幼 児のい る割今において尺さな左 が以 イい る 、即 ち前烏 にお

い てー乳 児のいる狼庭 は( か 乳If 無く幼児 がい石尿反 り% でめ% が陵 毎にお いて

は　 乳 児のあ る象底 、乳児 な<  幼 児h  る家庭 がそれぞ れ４分 の1  <n タ数 にのばる 。又

. 死人同名キ の無常^j~高 ご ル共働 き狼庭 。特徴t･ あ 、。

共働 きの者 の働く理由 とt  t 経斎的理由( 特 い家計E  支 七乙 るヽt ヵヽ 、将来の斟 葛

の長め ）がツ く答九ら れてぃ 白こと々ヽら･ 現紅 の共､働 きの閲 係 乞みるとレ 各障層 じ-t

ヽ月額I 万円程度 の笈 でヽ共働 き家庭 の方 祠氏いというz  とも 屑過^v い・ 爪ワづトカ

ラーノ會にお いて特 にその開 きが友さい傾向に ある、

F-26    共働 さ家庭 の生活管理 の実怒 一学童保育についての総々 研 究 （3) 一

長崎女 子短 尺o 福本雄 子　銀 右田弘了　 湯川聡ﾐﾁﾞ　他6  名

目的(1) に同じ ．特 に共働 き家庭 の生酒管理面 の実態 を調 査し 、問 題 私乞きぐ リ

学童保育の1%ヽ 娑杜 の有無 、計画 上の留意点､なご 乞明 らむヽにする こt  乞目的 とす る ．

方法(l)AZ) に同じ 。

稲果　 の 労働 希住 宅地 域 マ-w殊 に密権'XitL所プさあい 河あ る。

の 共働 きにおlt い 系護 巻帰宅まで の? 供の通 ごし方 は. ホ ワ イトカラ ー層. フリレーガ

ラー層 ど ちら の層 においt 海 兎人等 が狐 宅しｰ( いる象江外は　is. とんど好 供 の有ailこ

任 せら れている ，

③ こづ かい(4　 い ずれの層 にお いエ4; 史期岬μこ与七るよリ 毎e  あるいは随時 与えられ

ている 。

④Eﾁ 供・ 手拙 い戻■ 掃瞳
■ ご

飯 の後片 づ‘け･ 買物v; ご万端 にわfC   ってい る-o'<，殊It 勤

an に出 る母親 の子眠 は-   ご飯 の後片つ'■ Iす■ タ 食 の江友 なご曹戻 の争仙いＳし・ い る。

し かしなtl'<ら.  母親の満 足度μ少 り 群剱こかっとI.'うのがは こんどで主婦 専業の母親

とほt んどか わらない ，

R 父親･  母親 の帰宅時賀 はほとんど午後 ぶ'時 巾ヽら7 時 に集 やし-C   いる 。

(E)各層 と毛ﾉ<■  －ト勤務迦 よ') 毎日勁務 の母親iz 対す る父親 の協刀 が犬t- めヽ?! ，特 にホ

ワイトカ ラ ー層 に その傾n  が強い・


